
K

熊
谷
　
善
夫
　
委
員�

柳
橋
　
邦
彦
　
委
員�

鈴
木
　
勇
治
　
委
員�

伊
藤
　
新
治
郎
　
委
員�

庄
司
　
俊
充
　
委
員�

渡
辺
　
芳
雄
　
委
員�

斎
藤
　
建
雄
　
委
員�

相
沢
　
芳
則
　
委
員�

日
下
　
富
士
夫
　
委
員�

佐
藤
　
わ
か
子
　
委
員�

佐
々
木
　
両
道
　
委
員�

大
内
　
久
雄
　
委
員�

大
泉
　
鉄
之
助
　
委
員�

田
村
　
稔
　
委
員�

金
森
　
従
之
　
委
員�

村
上
　
一
彦
　
委
員�

岡
本
　
章
子
　
委
員�

安
孫
子
　
雅
浩
　
委
員�

鈴
木
　
繁
雄
　
委
員�

西
澤
　
啓
文
　
委
員�

赤
間
　
次
彦
　
委
員�

田
中
　
芳
久
　
委
員�

佐
藤
　
正
昭
　
委
員�

67

■
本
委
員
会
は
、全
議
員
六
十
三
名

で
構
成
さ
れ
、委
員
は
所
属
会
派
の

議
員
数
に
応
じ
た
持
ち
時
間
内
で
、

各
会
計
・
款
ご
と
に
一
問
一
答
形
式

の
質
疑
を
行
い
ま
す
。�

　
審
査
は
、二
月
二
十
八
日
か
ら
十

一
日
間
開
催
さ
れ
、一
般
会
計
・
特
別

会
計
・
企
業
会
計
の
総
計
約
八
、七

〇
〇
億
円（
七
頁
左
下
図
表
参
照
）

の
予
算
案
等
に
対
し
、の
べ
七
十
九

人
の
委
員
が
三
十
七
時
間
に
わ
た

り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
、主

な
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
等
を
会
派

ご
と
に
掲
載
し
ま
す
。�

市
の
事
業
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
の
今
後
の
方
針
を
伺
う
。�

導
入
の
可
能
性
の
高
い
事
業

を
、具
体
に
調
査
検
討
し
た
い
。�

○
市
の
施
策
広
報
の
強
化�

○
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
当
た

っ
て
の
少
人
数
学
習
、教
科
担
任

制
課
外
事
業
の
あ
り
方
、家
庭
と

地
域
の
教
育
力
向
上
施
策�

�

○
新
年
度
予
算
と
施
政
方
針
と
の

整
合
及
び
予
算
案
全
体
の
評
価�

○
金
融
機
関
の
緊
急
事
態
に
備
え

た
危
機
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は�

○
ペ
イ
オ
フ
解
禁
に
伴
う
、公
金
の

管
理
に
つ
い
て�

公
金
の
例
外
化
に
つ
い
て
。�

他
都
市
と
調
整
し
な
が
ら

積
極
的
に
政
府
に
要
望
し
て
い
く
。�

�

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
定
時
制

高
校
が
必
要
で
は
な
い
か
？�

生
涯
学
習
社
会
に
お
け
る

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、高

度
に
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
た
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、

重
要
な
視
点
で
あ
る
。�

○
Ｉ
Ｔ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
イ
ー
ノ
ス
ク

エ
ア
の
活
用
に
つ
い
て�

○
電
子
政
府
へ
の
対
応
に
つ
い
て�

�

イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
キ
ャ
ン
プ
を
生
か
し
た
仙
台

の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
す
べ
き
だ
。�

仙
台
市
を
世
界
に
向
け
て

発
信
す
る
、国
際
交
流
、国
際
理
解

の
チ
ャ
ン
ス
と
し
た
い
。�

○
仙
台
ブ
ラ
ン
ド
の
経
済
効
果�

○
メ
デ
ィ
ア
の
力
で
世
界
の
仙
台�

○
全
庁
一
丸
の
取
組
を
！�

�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

中
で
不
適
切
な
対
応
が
見
受
け
ら

れ
る
。ど
の
様
に
対
処
す
る
の
か
。�

内
容
を
調
査
し
、事
実
が
確

認
さ
れ
れ
ば
、指
導
し
て
い
く
。�

○
道
徳
教
育
の
充
実
と
二
宮
金
次

　
郎
的
思
想
の
活
用
に
つ
い
て�

○
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
全
市

　
的
展
開
へ
向
け
支
援
の
強
化�

�

近
隣
住
民
を
悩
ま
す
三
居

沢
地
区
の
貯
留
槽
臭
気
問
題
の
解

決
及
び
こ
の
ゾ
ー
ン
の
入
り
口
に

あ
る
道
路
狭
隘
部
の
拡
幅
に
早
期

に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
。�

臭
気
問
題
は
、早
期
の
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。
道
路
に
つ
い
て
は
、

至
急
関
係
部
局
に
具
体
的
対
応
を

指
示
す
る
。�

�

道
路
整
備
に
お
い
て
、国
道

関
係
機
関
と
の
協
議
は
時
間
の
か

け
す
ぎ
で
あ
る
。市
民
へ
の
説
明
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。�

市
民
に
開
か
れ
た
行
政
を

進
め
る
観
点
か
ら
、今
後
も
逐
次
状

況
説
明
で
き
る
方
策
を
考
え
る
。�

○
屋
敷
林（
い
ぐ
ね
）に
つ
い
て�

○
市
の
保
存
樹
林
に
つ
い
て�

�

○
仙
台
港
背
後
地
土
地
区
画
整
理

事
業
の
概
要
及
び
進
捗
状
況�

l
事
業
完
了
の
見
通
し�

l
保
留
地
の
処
分
状
況
と
見
通
し�

仙
台
東
部
道
路
の
仙
台
港

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
の
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。�

用
地
を
速
や
か
に
確
保
し
、

早
期
着
工
を
国
等
に
働
き
か
け
る
。�

�

教
育
改
革
で
学
習
内
容
三

割
削
減
に
な
る
が
、そ
の
対
応
は
。�

小
学
校
の
非
常
勤
講
師
配

置
や
中
学
校
の
教
科
指
導
補
助
職

員
配
置
等
の
対
応
を
し
て
い
く
。�

○
不
適
格
教
師
の
基
準
と
研
修
は�

○
優
秀
教
員
の
表
彰
制
度
を
願
う�

○
生
徒
か
ら
先
生
へ
の
評
価
制
度�

○
道
徳
教
育
で
責
任
あ
る
人
間
を�

�

学
校
週
五
日
制
実
施
に
当

た
っ
て
の
具
体
的
事
業
に
つ
い
て�

「
ど
こ
で
も
パ
ス
ポ
ー
ト
」

の
他
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
学
習

機
会
の
充
実
等
を
考
え
て
い
る
。�

○
社
会
教
育
に
お
け
る
地
域
学
習

活
動
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て�

○
市
民
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
社
会

教
育
主
事
の
配
置
状
況�

��������
�

下
水
道
料
金
は
、累
進
制
を

採
用
し
て
お
り
、中
小
企
業
な
ど
中

堅
大
口
利
用
者
の
一
　
あ
た
り
の

処
理
単
価
は
一
般
家
庭
の
二
・
四
〜

四
倍
に
な
っ
て
い
る
。産
業
振
興
の

面
か
ら
も
、料
金
体
系
を
根
本
か
ら

見
直
す
べ
き
。�

こ
の
改
定
を
転
換
期
と
し
て

初
心
に
帰
っ
て
検
討
し
て
い
く
。�

����

地
方
分
権
実
現
の
た
め�

具
体
的
な
税
財
源
要
望
を�

地
方
分
権
一
括
法
が
制
定

さ
れ
て
も
、国
は
財
源
を
移
譲
す
る

気
は
全
く
な
い
の
が
現
状
だ
。目
標

を
具
体
的
に
立
て
て
運
動
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、見
解
を
伺
う
。�

こ
れ
ま
で
の
論
議
は
総
論
の

み
で
具
体
性
に
乏
し
か
っ
た
。今
後
は

地
方
分
権
実
現
の
た
め
必
要
な
発

言
を
行
い
、地
方
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
っ
て
い
き
た
い
。�

�

授
産
施
設
整
備
に
は�

事
前
に
十
分
な
地
元
説
明
を�

北
中
山
中
学
校
用
地
に
知

的
障
害
者
福
祉
施
設
を
整
備
す
る

と
い
う
が
、地
元
説
明
が
不
十
分
だ
。

施
設
開
設
に
伴
う
地
域
住
民
不
安

除
去
の
方
策
を
問
う
。�

障
害
者
の
実
情
を
知
ら
な
い

こ
と
に
よ
る
不
安
を
除
く
た
め
、繰

り
返
し
地
元
説
明
を
行
う
こ
と
で

理
解
を
得
ら
れ
る
様
に
し
た
い
。�

�

高
砂
南
部
排
水
機
場
の�整

備
に
つ
い
て�

取
水
口
に
水
草
等
の
ゴ
ミ

を
取
る
器
具（
ス
ク
リ
ー
ン
）が
付

い
て
い
る
が
、ゴ
ミ
除
去
は
全
て
手

作
業
で
大
変
危
険
を
伴
う
。作
業
の

機
械
化
を
含
め
、今
後
の
整
備
は
ど

う
進
め
る
の
か
。�

今
後
は
自
動
ス
ク
リ
ー
ン
機

械
の
導
入
を
含
め
検
討
し
た
い
。�

�

不
登
校
児
校
納
金
の�取

扱
に
つ
い
て�

不
登
校
児
が
食
べ
な
い
給

食
費
や
使
わ
な
い
副
教
材
費
を
払

わ
せ
る
か
否
か
の
判
断
は
学
校
ご

と
に
対
応
が
違
う
。一
定
の
ル
ー
ル

を
作
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。�

給
食
費
な
ど
は
早
速
ル
ー
ル

化
し
た
い
。
修
学
旅
行
費
な
ど
は
家

庭
と
の
連
絡
・
調
整
を
し
た
上
で
対

応
し
て
い
き
た
い
。�

�

市
民
と
の「
痛
み
」の
　
　
　
　�

共
有
に
つ
い
て�

現
在
の
豊
か
さ
の
代
償
を

後
世
代
に
残
さ
な
い
た
め
、市
民
と

痛
み
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
点
に

つ
い
て
、先
憂
後
楽
の
発
想
か
ら
市

長
の
御
所
見
を
伺
い
た
い
。�

直
接
市
民
と
接
す
る
中
で

受
け
た
心
の
痛
み
を
共
有
し
、ま
た

そ
の
痛
み
を
プ
ラ
ス
思
考
で
市
民
と

共
に
乗
り
越
え
た
い
、と
い
う
気
持

ち
で
あ
る
。�

○
約
束
通
り
、市
は
仙
台
空
港
ア
ク

セ
ス
鉄
道
整
備
に
追
加
負
担
を

一
切
せ
ず
、東
西
線
整
備
に
県
費

で
の
支
援
を
求
め
る
べ
き�

����

○
本
市
と
し
て
写
真
付
の
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
勧
め
る
べ
き�

○
イ
タ
リ
ア
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
へ

の
三
点
の
要
望
の
実
現
性�

○
学
校
五
日
制
に
伴
う
学
校
・
地
域
・

家
庭
一
体
の
体
制
の
確
立�

○
管
理
職
手
当
等
の
削
減
よ
り
職

員
一
丸
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
・

効
率
化
に
取
り
組
む
べ
き�

�

財
政
の
硬
直
化
が
進
む
中

新
税
導
入
の
考
え
は
あ
る
の
か
。�

新
税
導
入
に
は
課
題
が
多
い
。

当
面
税
収
確
保
の
た
め
市
税
収
入

率
の
向
上
を
目
指
し
、国
か
ら
の
税

源
移
譲
を
求
め
て
い
く
。�

○
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
づ
く
り
の

た
め
に
総
括
的
土
地
利
用
計
画

を
早
期
に
策
定
す
る
べ
き�

○
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
定
禅
寺
通

り
や
東
西
線
西
公
園
駅
か
ら
仙

台
駅
ま
で
の
青
葉
通
り
沿
線
に

市
民
に
親
し
ま
れ
る
ケ
ヤ
キ
等

の
緑
の
回
廊
づ
く
り
を�

○
学
校
週
五
日
制
で
、学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
す
る
教
育
を�

�

学
校
選
択
制
を
視
野
に
入

れ
た
学
区
弾
力
化
拡
大
を
。�

外
部
有
識
者
に
よ
る
検
討

組
織
を
三
月
中
に
設
置
す
る
。�

○
家
庭
生
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
市
民
意
識
高
揚
の
た
め
、堆

肥
化
容
器
の
使
用
方
法
も
説
明

す
る
購
入
補
助
事
業
の
広
報（
Ｔ

Ｖ
・
Ｈ
Ｐ
の
活
用
）を�

○
環
境
社
会
実
験
の
継
続
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
と
の
協
働
の
拡
大�

�

児
童
館
へ
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
配
置
な
ど
で
児
童
ク
ラ

ブ
の
定
員
を
増
や
せ
な
い
か
。�

施
設
面
の
制
約
や
母
親
ク
ラ

ブ
等
既
存
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
の

整
合
性
の
問
題
等
を
解
決
で
き
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。�

���������

○
花
京
院
再
開
発
地
区
に
お
け
る

電
子
計
算
機
関
連
専
門
学
校
と

の
土
地
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て�

l
本
市
の
調
査
権
を
行
使
し
て
最

近
の
経
営
状
況
を
把
握
す
べ
き�

l
万
一
経
営
危
機
で
競
売
等
に
陥

っ
た
際
生
徒
を
守
る
べ
き
で
は
。�

�

仙
台
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を

全
国
規
模
の
一
万
人
大
会
に
。�

交
通
、大
会
の
目
的
等
の
問

題
を
大
い
に
議
論
し
て
日
本
一
の
大

会
を
目
指
し
た
い
。�

○（
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
）市
民
広
場

の
活
用
と
防
犯
・
野
宿
対
策�

○（
イ
タ
リ
ア
キ
ャ
ン
プ
）チ
ー
ム

支
援
体
制
と
周
知
策
、小
中
学
校

の
国
際
理
解
教
育
の
好
機
に�

○（
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
）ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
協
議
会
は
市
民
参
加
型
に�

�

既
存
の
家
庭
保
育
室
を
基

に
せ
ん
だ
い
保
育
室
へ
の
移
行
を
。�

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
基
盤
整
備

を
進
め
、せ
ん
だ
い
保
育
室
更
に
は

認
可
保
育
所
移
行
を
目
指
す
。�

○
せ
ん
だ
い
保
育
室（
認
可
保
育
所

と
同
等
の
Ｐ
Ｒ
を
。市
と
保
育
室

で
意
見
交
換
を
。利
用
者
の
声
を

反
映
す
る
仕
組
を
。）�

○
住
基
カ
ー
ド
と
他
の
カ
ー
ド
の

シ
ス
テ
ム
統
合
の
早
期
検
討
と

写
真
付
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
普
及
を
。�

植
田
　
耕
資
　
委
員�

登
坂
　
　
　
委
員�

鈴
木
　
康
義
　
委
員�

岩
崎
　
武
宏
　
委
員�

笠
原
　
哲
　
委
員�

嵯
峨
　
サ
ダ
子
　
委
員�

古
久
保
　
和
子
　
委
員�

山
口
　
津
世
子
　
委
員�

菊
地
　
昭
一
　
委
員�

岡
　
征
男
　
委
員�

柿
沼
　
敏
万
　
委
員�

野
田
　
譲
　
委
員�

岡
部
　
恒
司
　
委
員�

　
橋
　
次
男
　
委
員�

花
木
　
則
彰
　
委
員�

秋
山
　
幸
男
　
委
員�

正
木
　
満
之
　
委
員�

福
島
　
一
恵
　
委
員�

洞
口
　
邦
子
　
委
員�

����

○
本
市
の
地
震
対
策
に
つ
い
て�

想
定
す
る
地
震
規
模
は
？�

阪
神
淡
路
大
震
災
及
び
都

市
直
下
型
地
震
を
想
定
し
て
い
る
。�

l
本
庁
舎
が
被
災
し
た
と
き
対
策

本
部
を
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か�

l
ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
の
確
保�

l
他
都
市
と
の
協
力
体
制
の
強
化�

�

地
震
対
策
と
し
て
特
に
災

害
弱
者
対
策
に
万
全
を
期
す
べ
き

で
は
な
い
か
。本
市
の
対
応
は
。�

一
人
暮
ら
し
で
、自
力
避
難
が

困
難
な
老
人
の
方
な
ど
を
対
象
に
家

具
転
倒
防
止
対
策
を
行
う
。�

○
高
校
授
業
料
値
上
げ
に
つ
い
て�

◯
姉
妹
都
市
学
校
間
交
流
の
推
進�

�

敬
老
乗
車
証
条
例
の
見
直

し
に
関
す
る
、市
民
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
要
望
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て�

本
市
の
方
針
を
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
等
に
説
明
し
た
。今
後
も
理

解
し
て
頂
く
努
力
を
続
け
る
。�

○
生
活
保
護
費
減
額
補
正
の
理
由

と
職
員
の
増
員
及
び
体
制
強
化�

�

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の

施
行
に
伴
い
市
独
自
に
条
例
を
制

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。�

平
成
八
年
に
策
定
し
た
文

化
振
興
の
基
本
計
画
を
見
直
す
中
で
、

条
例
化
も
検
討
し
て
い
く
。�

○
動
物
愛
護
の
推
進
に
つ
い
て�

○
敬
老
乗
車
証
条
例
の
諸
課
題�

�

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

一
環
と
し
て
、屋
上
緑
化
の
推
進
に

本
格
的
な
取
組
を
。�

新
年
度
に
五
橋
中
学
校
で

実
施
す
る
他
、若
林
区
役
所
及
び
雨

水
流
出
抑
制
重
点
地
区
で
あ
る
原

町
地
区
に
お
い
て
取
組
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。�

�

自
動
車
運
送
事
業
健
全
化

計
画
で
予
定
す
る
平
成
十
五
年
度

の
料
金
値
上
げ
は
行
う
の
か
。�

現
在
の
社
会
情
勢
で
の
値
上

げ
は
困
難
で
あ
る
の
で
、平
成
十
四

年
度
中
に
計
画
を
見
直
す
。�

○
宮
城
交
通
と
の
競
合
路
線
の
運
行�

○
公
共
施
設
建
設
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
の
諸
問
題
に
つ
い
て�

�

介
護
予
防
の
た
め
に
も
温

水
プ
ー
ル
に
シ
ル
バ
ー
割
引
を
。�

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

を
見
直
し
、十
五
年
度
か
ら
の
五
箇

年
計
画
の
中
で
事
業
展
開
す
る
。�

○「
子
ど
も
読
書
の
日
」の
取
組�

○
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て�

�

年
々
増
加
を
た
ど
る
犯
罪

か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、防
犯
対
策

係
を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。�

現
在
の
担
当
係
の
名
称
を「
地

域
安
全
係
」
と
変
更
し
防
犯
と
交
通

安
全
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。�

○
暴
走
族
へ
の
加
入
阻
止
対
策
の

本
市
の
取
組
に
つ
い
て�

���

仙
台
市
老
人
医
療
費
助
成

制
度
を
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。�

老
人
保
健
法
改
正
に
よ
る

対
象
年
齢
の
方
の
国
民
健
康
保
険

加
入
に
よ
る
財
政
負
担
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、六
十
八
歳
、六
十
九
歳
の
方

へ
の
助
成
制
度
の
存
続
は
困
難
と
判

断
し
た
も
の
で
あ
る
。�

��������

高
齢
者
の
元
気
な
生
活
へ

の
支
援
と
し
て
、敬
老
乗
車
証
制
度

の
維
持
と
負
担
軽
減
に
つ
い
て
。�

高
齢
者
の
日
常
生
活
の
範

囲
拡
大
や
、健
康
増
進
等
を
目
的
と

す
る
敬
老
乗
車
証
制
度
を
健
全
に

維
持
す
る
た
め
、低
所
得
者
に
配
慮

し
た
制
度
の
見
直
し
な
の
で
、ご
理

解
頂
き
た
い
。�

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
に
伴
う
、個
人

情
報
保
護
の
制
度
化
に
つ
い
て
。�

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は
、

改
正
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
法
で

具
体
的
な
事
業
項
目
を
あ
げ
て
厳

し
く
規
定
さ
れ
た
の
で
、法
律
に
従
い

適
正
に
運
営
し
て
い
く
。�

戸
建
木
造
住
宅
耐
震
診
断

促
進
事
業
の
充
実
と
耐
震
補
強
工

事
へ
の
助
成
を
行
う
べ
き
。�

本
市
独
自
に
認
定
す
る
耐

震
診
断
士
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、

様
々
な
方
法
で
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

充
実
を
図
る
。助
成
制
度
に
つ
い
て
は

調
査
研
究
し
て
い
く
。�

そ
の
他
取
り
上
げ
た
項
目�

○
公
文
書
館
の
設
置
と
行
政
文
書

の
収
集
・
保
存
に
つ
い
て�

○
乳
幼
児
・
心
身
障
害
者
・
母
子
父

子
家
庭
食
事
療
養
費
助
成
の
継

続
に
つ
い
て�

○
市
営
住
宅
の
使
用
料
及
び
水
道

料
の
滞
納
回
収
に
つ
い
て�

○
女
性
セ
ン
タ
ー
整
備
の
あ
り
方�

○
町
内
会
長
へ
の
要
請
の
あ
り
方�

○
下
水
道
使
用
料
改
定
に
あ
た
り

公
費
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て�

○
汚
水
処
理
の
あ
り
方
の
見
直
し

に
よ
る
財
政
の
健
全
化
を�

○
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
早
期
導
入
と

救
急
救
命
士
の
医
療
処
置
行
為

の
拡
大
に
つ
い
て�

○
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

各
種
助
成
事
業
の
充
実
を�

○
通
学
路
の
安
全
対
策
の
充
実
を�

○
少
人
数
学
習
推
進
事
業
の
充
実

に
つ
い
て�

�

要
介
護
認
定
者
に
も
障
害

者（
特
別
障
害
者
）控
除
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
障
害
者
の「
範
囲
拡
大
」

の
周
知
徹
底
を
図
る
べ
き
。�

障
害
者
手
帳
の
な
い
方
で
も
、

福
祉
事
務
所
長
の
認
定
が
あ
れ
ば
適

切
に
対
応
す
る
よ
う
市
民
税
申
告

窓
口
に
周
知
徹
底
す
る
。�

�

仙
台
港
背
後
地
土
地
区
画

整
理
事
業
で
セ
ン
タ
ー
地
区
用
地

を
来
年
十
一
月
に
市
も
取
得
す
る
が
、

お
金
を
用
意
で
き
る
の
か
。�

元
金
四
十
三
億
と
利
子
十

四
億
の
合
計
五
十
七
億
円
を
一
般
会

計
で
引
き
取
る
。
財
政
調
整
基
金
等

の
活
用
を
中
心
に
対
応
す
る
。�
�

○
一
般
会
計
か
ら
ア
エ
ル
に
、開
業

後
六
十
一
億
円
も
の
税
金
を
貸

付
し
て
き
た
が
や
め
る
べ
き�

○
ア
エ
ル
ビ
ル
の
二
十
八
・
九
階
へ

設
置
予
定
の
女
性
セ
ン
タ
ー
は

必
要
な
面
積
を
確
保
し
つ
つ
、利

用
し
や
す
い
よ
う
に
低
層
階
の

情
報
産
業
プ
ラ
ザ
に
連
続
し
て

つ
く
る
よ
う
見
直
す
べ
き�

�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
用
袋

は
視
覚
障
害
者
が
識
別
で
き
る
よ

う
な
対
応
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。�

当
面
点
字
シ
ー
ル
で
対
応

す
る
が
穴
あ
き
袋
も
検
討
し
て
い

く
。�

○
Ｂ
Ｓ
Ｅ(

狂
牛
病
）被
害
を
受
け

て
い
る
生
産
農
家
へ
の
実
態
調

査
と
、市
独
自
の
支
援
を�

�

市
立
病
院
に
お
い
て
、新
薬

と
同
等
の
安
全
性
、
効
果
性
が
確

保
さ
れ
る
も
の
は
、薬
価
が
低
い「
後

発
品
」
へ
の
切
り
替
え
も
検
討
す

べ
き
。�

薬
品
の
採
否
に
つ
い
て
は
、院

内
の
薬
品
委
員
会
で
決
定
し
て
い
る
。

「
後
発
品
」の
採
用
は
、今
後
の
検
討

課
題
で
あ
る
。�

�����������

○
折
り
紙
さ
え
も
子
ど
も
た
ち
に

我
慢
さ
せ
る
児
童
館
運
営
費
は

削
減
す
べ
き
で
な
い
。�

○
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

日
拡
大
は
歓
迎
す
る
が
、月
五
十

万
円
加
算
し
て
家
賃
の
全
額
補

助
も
早
急
に
行
う
べ
き�

����

今
後
一
年
で「
寝
た
き
り
ゼ

ロ
の
ま
ち
仙
台
」を
目
指
し
た
体
系

的
方
針
を
打
ち
立
て
る
べ
き
と
思

う
が
、市
長
の
見
解
を
伺
う
。�

新
健
康
プ
ラ
ン
の
策
定
や
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
改
定
に
そ
の

趣
旨
を
組
み
込
む
中
で
、平
成
十
五

年
度
に
は
具
体
的
に
示
し
た
い
。�

������

○
敬
老
乗
車
証
制
度
に
つ
い
て
は
、

平
等
公
平
の
観
点
か
ら
、真
の「
受

益
と
負
担
の
適
正
化
」を
見
据
え

た
見
直
し
を
す
べ
き�

�

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
　
　

　
　
　
　
分
館
」の
設
置
を
早
急
に�

設
置
場
所
に
よ
り
、学
区
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
格
差
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、地
区
住
民
の
利

便
性
等
を
考
慮
し
、分
館
設
置
が
必

要
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。�

地
形
的
要
因
等
で
利
便
性

が
低
い
施
設
が
あ
る
こ
と
は
把
握
し

て
お
り
、今
後
の
整
備
計
画
の
中
で

設
置
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。�

�

家
庭
内
で
の
環
境
意
識
向

上
を
図
る
た
め
、子
ど
も
版「
せ
ん

だ
い
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
作
り
、

学
校
で
も
総
合
的
学
習
の
時
間
に

取
り
入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
。�

質
問
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、教

育
局
と
し
て
も
環
境
局
と
連
携
し
て

取
組
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。�

○
缶
・
び
ん
等
回
収
容
器
洗
浄
の
再

改
善
を
早
急
に
実
施
す
べ
き�

�

二
十
一
世
紀
の
消
防
団
の

あ
り
方
を
考
え
る
場
を
設
け
る
べ
き
。�

積
み
残
し
課
題
を
整
理
し
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
行
し
た
い
。�

○
消
防
団
の
活
性
化
に
つ
い
て�

l
青
年
層
加
入
促
進
の
方
策�

l
女
性
団
員
へ
の
意
識
調
査
を�

l
消
防
団
服
に
刺
し
子
半
纏
を�

○
防
災
部
を
地
震
防
災
部
と
名
付
け
、

そ
の
役
割
を
提
示
す
べ
き�

�

○
た
ば
こ
ポ
イ
捨
て
防
止
に
つ
い
て�

l
Ｗ
杯
に
向
け
環
境
美
化
の
取
組
を�

l
歩
き
た
ば
こ
被
害
対
策�

l
ゴ
ミ
拾
い
活
動
に
よ
る
啓
発
の

た
め
に
ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進
員

の
活
用
を�

○
広
瀬
川
・
名
取
川
の
漁
業
資
源
に

対
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
影
響

と
対
策
に
つ
い
て�

71,275,000 40.8 △ 8.6
74,684,000 42.8 △ 1.7
667,000 0.4 3.7
7,216,000 4.1 △ 4.7

700 0.0 14.3
314,000 0.2 △ 36.9
240,000 0.1 2.1
5,100,000 2.9 4.0
15,079,000 8.7 △ 2.5
174,575,700 100.0 △ 4.6

※△はマイナス�

対前年�
度伸率�構成比�

市税の内訳� 単位：千円，％�

一般会計歳入予算款別内訳� 単位：百万円�
（　）は構成比�

平成14年度�
当初予算額�

403,093,000

260,377,279

10,874,989�
59,418,147�
3,736,208�
4,135,100�
600,389�

67,596,094�
720,232�

81,369,904�
146,884�
659,950�

31,119,382

210,923,459

54,075,708�
16,155,452�
30,974,953�
46,889,490�
48,749,992�
14,077,864�
874,393,738合� 計�

各会計歳出予算総括�単位：千円�

一　　般　　会　　計�

特　　別　　会　　計�

会� 計� 区� 分�

企　　業　　会　　計�
市 民 税 �
固 定 資 産 税 �
軽 自 動 車 税 �
市 た ば こ 税 �
鉱 産 税 �
特別土地保有税�
入 湯 税 �
事 業 所 税 �
都 市 計 画 税 �
市 税 合 計 �

平成1 4年度�
当初予算額�

都 市 改 造 事 業 �
国 民 健 康 保 険 事 業 �
中 央 卸 売 市 場 事 業 �
公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 �
駐 車 場 事 業 �
老 人 保 険 医 療 事 業 �
農 業 集 落 排 水 事 業 �
公 債 管 理 �
母子寡婦福祉資金貸付事業�
新 墓 園 事 業 �
介 護 保 険 事 業 �
�

下 水 道 事 業 �
自 動 車 運 送 事 業 �
高 速 鉄 道 事 業 �
水 道 事 業 �
ガ ス 事 業 �
病 院 事 業 �

税交付金�
31,944
(7.9%)

地方交付税�
34,600
(8.6%)

国庫支出金�
40,208
(10.0%)

繰入金�
19,695(4.9%)

諸収入�
29,560(7.3%)

市債�
51,616
(12.8%)

市税�
174,576
(43.3%)

その他�
20,894
(5.2%) せ

ん
ゆ
う
　
こ
う
ら
く�

は
ん

て
ん�

注
４�

注
４�

注
１�

四月にオープンした七郷児童館�

仙台空港�

公債費�
66,869
(16.6)

土木費�
85,520
(21.2%)

健康福祉費�
93,107
(23.1%)

市民費�
11,943(3.0%)

総務費�
28,837(7.1%)

議会費 1,821(0.4%)

予備費 300(0.1%)

諸支出金�
9,552(2.4%)

災害復旧費�
650(0.2％)

教育費�
51,951
(12.9%)

消防費�
12,221(3.0%)

経済費�
24,180
(6.0)

環境費�
16,141
(4.0%)

一般会計歳出予算款別内訳�
単位：百万円�

款�

議�会�費� 0.4 △ 1.1
総�務�費� 7.1 △ 7.0
市�民�費� 3.0 △ 3.4
健�康�福�祉�費� 23.1 △ 14.8
環�境�費� 4.0 0.8
経�済�費� 6.0 22.3
土�木�費� 21.2 △ 6.8
消�防�費� 3.0 △ 6.5
教�育�費� 12.9 △ 0.5
公�債�費� 16.6 1.8
災�害�復�旧�費� 0.2 0.0
諸�支�出�金� 2.4 6.8
予�備�費� 0.1 0.0
合� 計� 100.0 △ 4.7

構成比� 対前年度�
伸率�

「寝たきりゼロのまち�
　  仙台」を目指して�
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